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整理番号：denka-6 

作成日 2022年4月19日 

安全データシート 
 

１． 化学品及び会社情報 

化学品の名称 ：熔成けい酸りん肥 （製品名称 とれ太郎、とれ太郎プラス、土力の達人、プレミアム土改 

王、ニュー地力アップ、とれ太郎スーパー） 

   会社名  ：全国農業協同組合連合会 

   担当部門 ：耕種資材部 

住所 ：〒100-6832 東京都千代田区大手町1-3-1 JAビル 33F 

   電話番号 ：03-6271-8285 

   ＦＡＸ番号 ：03-5218-2536 

   メールアドレス ：zz_hiyaku-gizyutsu@zennoh.or.jp 

緊急連絡先 ：03-6271-8285 

 

 

 

 

推奨用途及び使用上の制限：肥料用及び肥料原料用。肥料用途以外には使用しないで下さい。 

 

２．危険有害性の要約  

化学品のGHS分類  

物理化学的危険性 ： 該当しない。 

健康に対する有害性  

  ・急性毒性（吸入：粉じん） ： 区分2 

  ・皮膚腐食性／刺激性 ： 区分1 

・眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 ： 区分１ 

・特定標的臓器毒性（単回ばく露）  ： 区分1 

・特定標的臓器毒性（反復ばく露） ： 区分1 

環境に対する有害性  

・水生環境有害性 短期（急性） ：  分類できない。 

・水生環境有害性 長期（慢性） ：  分類できない。 

 

GHSラベル要素  

絵表示又はシンボル 
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注意喚起語 :  危険 

危険有害性情報 :  吸入すると生命に危険 

 :  重篤な皮膚の薬傷 

 :  重篤な眼の損傷 

 :  呼吸器の障害 

 :  長期にわたる、又は反復ばく露による呼吸器の障害 

注意書き  

安全対策 :  粉じん、蒸気、ヒューム、スプレーを吸入しないこと。  

 :  屋外又は換気の良い区域でのみ使用すること。 

 :  取扱い後はよく手を洗うこと。 

 :  適切な呼吸用保護具を着用すること。 

 :  保護手袋、保護衣、保護眼鏡、保護面を着用すること。 

応急措置  

吸入した場合 :  空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

眼に入った場合 :  水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用してい 

  て容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 

 :  眼の刺激が続く場合、医師の診断／手当てを受けること。 

飲み込んだ場合 :  口をすすぐこと。無理に吐かせないこと。 

皮膚（または髪）

に付着した場合 

:  ただちに汚染された衣類をすべて脱ぎ又は取り除くこと。皮膚を 

  流水又はシャワーで洗うこと。 

皮膚刺激が生じた

場合 

:  医師の診断、手当てを受けること。 

:  汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。 

ばく露又はばく露

の懸念がある場合 

:  ただちに医師に連絡すること。 

:  気分が悪いときは、医師の診断／手当てを受けること。 

保管 :  換気の良い場所で保管すること。容器を密閉しておくこと。 

 :  施錠して保管すること。 

廃棄 :  内容物／容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者  

  に依頼して廃棄すること。 

GHS分類に関係しない又

はGHSで扱われない他の

危険有害性 

:  なし 

重要な徴候及び想定され

る非常事態の概要 

:  なし 

国／地域情報 :  なし 

 

３．組成及び成分情報 

化学物質・混合物の区別 ： 混合物 

化学名又は一般名 濃度範囲(%) CAS No. 化審法官報整理番号 備考 

リン、カルシウム、マグネシ

ウム、ケイ素の酸化物の固溶

体(非晶質) 

P2O5: 6～ 7% 

CaO: 25～30% 

MgO: 12～16% 

SiO2:30～35% 

1257085-84-9 化審法適合（*1） ― 

   （*1）当該物質は各構成成分からなる固溶体であることから本記載とした 

   ・労働安全衛生法第57条 表示対象物： 二酸化ケイ素、酸化カルシウム 

   ・労働安全衛生法第57条の2 通知対象物： 二酸化ケイ素、酸化カルシウム 
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４．応急措置 

吸入した場合 :  空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

眼に入った場合 :  水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用してい 

  て容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 

 :  眼の刺激が続く場合、医師の診断／手当てを受けること。 

飲み込んだ場合 :  口をすすぐこと。無理に吐かせないこと。 

皮膚（または髪）

に付着した場合 

:  ただちに汚染された衣類をすべて脱ぎ又は取り除くこと。皮膚を 

  流水又はシャワーで洗うこと。 

皮膚刺激が生じた

場合 

:  医師の診断、手当てを受けること。 

:  汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。 

ばく露又はばく露

の懸念がある場合 

:  ただちに医師に連絡すること。 

:  気分が悪いときは、医師の診断／手当てを受けること。 

急性症状及び遅発性症状

の最も重要な徴候症状 

:  特になし 

応急措置をする者の保護

に必要な注意事項 

:  救助者はゴム手袋と密閉ゴ－グルなどの保護具を着用する。 

医師に対する特別注意事

項 

:  特になし 

                                                 

５．火災時の措置 

適切な消火剤 : この製品自体は燃焼しない。 

使ってはならない消火剤 : 特になし 

火災時の特有の危険有害

性 

:  特になし 

特有の消火方法 : 特になし 

消火を行う者の特別な保

護具及び予防措置 

: 特になし 

                                                 

６．漏出時の措置 

人体に対する注意事項、

保護具及び緊急時措置 

: 作業者は、出来るだけ皮膚が露出しない服装で、保護眼鏡、保護手 

  袋等を着用する。 

 :  多量の場合、人を安全に退避させる。 

環境に対する注意事項 :  河川等に流出しないようにする。 

封じ込め及び浄化の方法

及び機材 

:  漏出したものを掃き集めて、ポリ袋等に回収する。 

:  風による飛散の恐れのある場合は、散水またはシート等で覆うな 

  どして回収する。 

                                                 

７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い 

技術的対策 :  取扱い場所の近くに、緊急時に洗眼及び身体洗浄を行えるようにす 

  る。 

 :  皮膚、粘膜叉は着衣に触れたり、眼に入らぬよう、保護眼鏡、防護 

  マスク（農業用マスク）、不浸透性手袋（軍手等の浸透性タイプで 

  はない）、長ズボンや長袖の作業衣等を着用する。 
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 :  取り扱い後は、手足、顔などをよく洗い、洗眼・うがいをするとと 

  もに、皮膚への付着物を洗い流す。 

局所排気、全体換気 :  取扱いは換気のよい場所で行う。特に開封時に注意する。 

安全取扱注意事項 :  特になし。 

保管 

安全な保管条件 :  保管条件は、直射日光、水漏れ、湿気、熱を避けて室温で保管す

る。 

 :  火気、熱源、発火源から離れた場所で保管する。 

安全な容器包装材料 :  防湿のため密閉可能な袋または容器。 

注意事項 :  小児の手の届くところには置かない。 

                                           

８．ばく露防止及び保護措置 

許容濃度等  
  管理濃度 :  労働安全衛生法・作業環境評価基準  

 :  E=3.0/（1.19Q+1）   =3.0mg/m3 

   E＝管理濃度（単位 mg/m3） 

   Q＝当該粉じんの遊離けい酸（結晶質シリカ）含有率（単位 %） 

許容濃度 :  日本産業衛生学会（2020年度版） 

  第３種粉じん  ２ [mg/m3]（吸入性粉じん） 

          ８［mg/m3］ （総粉じん） 

設備対策 :  この物質を取扱う屋内作業場には、粉じんの発生源を密閉する、又 

  は、局所排気装置等を設ける。取扱い場所近くに、眼や身体を洗浄 

  するための設備を設ける。 

保護具  

呼吸器の保護具 :  防護マスク(農業用マスク等) 

手の保護具 :  不浸透性手袋（ゴム手袋等） 

眼、顔面の保護具 :  保護眼鏡 

皮膚及び身体の保護具 :  長ズボンや長袖の作業衣等 

衛生対策 :  取扱い後はよく手を洗うこと。 

                                                 

９．物理的及び化学的性質 

物理状態 :  固体（粒状） 

色 :  濃緑色若しくは黒褐色。 

臭い :  甘い芳香臭。 

融点/凝固点 : 1250℃(融点) 

沸点又は初留点及び沸点

範囲 

: データなし 

可燃性 :  燃焼しない 

爆発下限界及び爆発上限

界/可燃限界 

:  関係なし 

引火点 :  関係なし 

自然発火点 : データなし 

分解温度 : データなし 

ｐＨ :  9.5～9.9 (肥料等試験法に準ずる) 

動粘性率 : データなし 

溶解度 : 水に不溶、弱酸に可溶 

ｎ-オクタノール/水分配 : データなし 
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係数(log値) 

蒸気圧 :  関係なし 

密度及び/又は相対密度 : 1.4～1.5(嵩比重) 

相対ガス密度 :  関係なし 

粒子特性 : データなし 

その他のデータ : なし 

                                                 

１０．安定性及び反応性 

反応性 :  引火性、可燃性、爆発性、酸化性、自己反応性なし。 

化学的安定性 :  化学的に安定、酸化還元変化なし。 

危険有害反応可能性 :  特になし 

避けるべき条件 :  水との接触、粉化又は固結する。 

混触危険物質 :  特になし 

危険有害な分解生成物 :  データなし 

                                                 

１１．有害性情報 

急性毒性（吸入：粉じ

ん） 

: 区分2  五酸化二りんが区分2 

皮膚腐食性/刺激性 : 区分1 

    五酸化二りんが区分1、酸化カルシウムが区分2、よって区分1と

した。 

五酸化二りんについて、皮膚腐食性が報告されている

（Patty( 5th, 2001)）こと、EUのリスク警句はR35(C)であるこ

とから、区分1とした。 

懸濁液が弱アルカリ性を呈するので、皮膚に対する刺激性の恐れが 

  ある。 

眼に対する重篤な損傷/眼

刺激性     

: 区分1 

 五酸化二りんと酸化カルシウムが区分1、酸化マグネシウムが区分

2、よって区分1とした。 

  五酸化二りんについて、皮膚腐食性が報告され（Patty (5th, 

2001)）、皮膚の腐食性/刺激性が区分１に分類されることから区分

1とみなした。なお、ヒトにおいて、被験物質が眼に入ると、それ

が少量であっても眼瞼や結膜に火傷を生じさせる可能性、また角膜

に不可逆的な青白混濁を生じさせる可能性、が指摘されている

（HSDB (2002)）。 

  懸濁液が弱アルカリ性を呈するので、眼に対する刺激性の恐れがあ     

  る。  

呼吸器感作性又は皮膚感

作性 

: アルカリ性であるので、眼、鼻、皮膚に対し刺激性があり、眼の粘 

  膜、鼻の内部組織、皮膚に炎症を起こす可能性がある。 

生殖細胞変異原性 : データなし 

発がん性 : データなし 

生殖毒性 : データなし 

特定標的臓器毒性（単回

ばく露） 

: 区分1 

酸化カルシウムが区分1、酸化マグネシウムと二酸化ケイ素が区分 

  3、よって区分1とした。 

  酸化カルシウムについて、酸化カルシウムは水と反応して水酸化カ 

  ルシウムを生じる。ヒトでは大量の水酸化カルシウムの短時間ばく 
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  露により肺水腫とショックを起こすとの記載がある (PATTY (4th,  

  1993))。以上より区分1 (呼吸器) とした。 

特定標的臓器毒性（反復

ばく露） 

:  区分1 

酸化カルシウムと二酸化ケイ素が区分1、よって区分1とした。 

  酸化カルシウムについて、ヒトにおいて、生石灰の吸入による呼吸 

  経路の炎症、鼻中隔の潰瘍及び穿孔の報告がある (ACGIH (7th, 

2001))。したがって、区分1 (呼吸器) とした。 

  二酸化ケイ素について、ヒトにおいて、慢性あるいは反復の吸入ば 

  く露により珪肺症と同様なレントゲン所見を伴った金属ヒューム熱 

  のような回帰性熱を起こす。しかし、肺の変化は自然に回復するこ 

  とが報告されている (ACGIH (7th, 2001))。実験動物において、ラ 

  ット、モルモット、サルに15 mg/m3 (0.015 mg/L) を12～18ヶ月間 

  吸入ばく露した試験で、いずれの動物種においても肺の単核細胞の 

  集合体の増加、細網線維がみられ、さらにサルでは膠原線維がみら 

  れている (DFGOT vol. 2 (1991))。以上のようにヒトにおいて呼吸 

  器への影響がみられ、また、実験動物、特にサルにおいて区分1の 

範囲で肺に膠原線維がみられている。したがって、区分1(呼吸器) 

  とした。 

誤えん有害性 :  データなし 

その他の情報 :  酸化カルシウムの有害性情報 

   急性毒性（経口）ﾏｳｽ LD50：3059mg/kg2) 

  単回ばく露   粉塵吸入は気道の炎症5)、肺炎6)を引き起こす

との情報がある。 

          食道、胃の穿孔も生じる6)との記載がある。 

  反復ばく露   鼻中隔の潰瘍、穿孔が生ずる4)5)との記載があ 

          る。 

                                                 

１２．環境影響情報 

生態毒性 :  なし 

残留性・分解性 :  なし 

生物蓄積性 :  なし 

土壌中の移動性 :  なし 

オゾン層への有害性 : データなし 

                                                 

１３．廃棄上の注意 

化学品（残余廃棄物）、当該化学品が付着している汚染容器及び包装の安全で、かつ、環境上望ま 

しい廃棄、又はリサイクルに関する情報 

 残余廃棄物 : 土壌と混和して、埋め立て等で廃棄すること。 

 : 下水、河川へ直接廃棄しない。 

 汚染容器・包装 : 産業廃棄物として、産業廃棄物処理業免許を持つ処理業者に委託し 

  処理すること。 

                                                 

１４．輸送上の注意 

国連番号 : 該当しない 

品名（国連輸送名） : 該当しない 
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国連分類（輸送における

危険有害性クラス） 

: 該当しない 

容器等級 : 該当しない 

海洋汚染物質（該当・非

該当） 

: 非該当 

輸送又は輸送手段に関す

る特別の安全対策 

: 転倒、落下、破損のないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行 

  う。 

 :  水漏れ厳禁 

国内規制がある場合の規制情報 

【陸上輸送】  
消防法 : 該当しない 
毒物及び劇物取締法 : 該当しない 

【海上輸送】 : 

    船舶安全法 : 該当しない 
【航空輸送】  

    航空法 : 該当しない 
緊急時対応措置指針番号 :  なし 

                                                 

１５．適用法令 

該当法令の名称及びその法令に基づく規制に関する情報 

化学物質管理促進法 : 該当しない 

労働安全衛生法 :  粉じん障害防止規則第2条 粉じん作業 

 :  法第57条 表示対象物（二酸化ケイ素、酸化カルシウム） 

  法第57条の2 通知対象物（二酸化ケイ素、酸化カルシウム） 

  法第57条の3 リスクアセスメントを実施すべき危険有害物（二酸化

ケイ素、酸化カルシウム） 

毒物及び劇物取締法 : 該当しない 

その他の適用される法令の名称及びその法令に基づく規制に関する情報 

化審法 :  第8条第1項第3号に該当する一般化学物質 

消防法 : 該当しない 

船舶安全法 : 該当しない 

航空法 : 該当しない 

海洋汚染防止法 : 該当しない 

肥料の品質の確保等に 

関する法律 

: 第３条（公定規格） 

  二 りん酸質肥料 
 

肥料の種類 肥料の名称 登録番号 

熔成けい酸りん肥 熔融けい酸燐肥1号 生第８１６４６号 

熔成けい酸りん肥 熔融けい酸燐肥3号 生第８５１７７号 

熔成けい酸りん肥 熔融けい酸燐肥6号 生第９３４１１号 

 

１６．その他の情報 

1)この情報は、作成者の知識の及ぶ限りにおいて正確ですが、その内容の絶対的な情報の正確

性および情報収集の網羅性においては完全ではありません。 

2)本記載内容は、材料、製品に関するものであり、この材料が他の素材と組み合わせたり、処

理された場合については想定しておりません。 
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3)特に医薬用途では使用しないで下さい。 

4)この材料を適切に使用する最終的決定の責任及びこの情報をユーザー独自の取扱いに適合さ

せ、完全で満足できるものとする責任はユーザーにあります。 

5)全ての材料には未知の危険性があり、取扱いに充分に注意する必要があります。このSDSには

特定の危険性について記載してありますが、これ以外の危険性が存在しないとはいえません。 

6)ご使用に際しては、必ず貴社にて事前テストを行い、使用目的に適合するかどうか、および

安全についてご確認ください。 

7)本書の記載は新しい知見により断りなく変更する場合がありますのでご了承ください。 

参考文献 

1)肥料登録証  

2)RTECS(2004) 

3)IUCLID(2000) 
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本SDSは、下記デンカ株式会社の情報を元に作成しました。 

該当物質については、下記にお問い合わせください。 

会社名: デンカ株式会社 

担当部門: アグリプロダクツ部 

住所： 〒103-8338東京都中央区日本橋室町二丁目1番1号   

電話番号： 03-5290-5555 

ＦＡＸ番号： 03-5290-5079 

緊急連絡先： :日之出化学工業株式会社 本社（舞鶴工場） TEL 0773-75-5760  FAX 0773-76-5195 

 


